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○司会 それでは定刻でございますの

で、ただいまから、「令和６年度足立区

地域包括ケアシステム推進会議第２回は

つらつ高齢者部会」を開催いたします。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただき、

誠にありがとうございます。本日の司会

は、高齢者地域包括ケア推進課の介護予

防生活支援担当の富田が担当させていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、傍聴の席の皆様にお願いがご

ざいます。会場内でのビデオカメラ、カ

メラ、携帯電話等のご使用はお控えくだ

さい。ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

 次に、資料の確認をさせていただきま

す。まずＡ４、１枚の「次第」です。

「令和６年度足立区地域包括ケアシステ

ム推進会議第２回はつらつ高齢者部会」

の次第です。２枚目は「はつらつ高齢者

部会委員名簿」、こちらの横のもの。次

は協議と報告事項で、ホチキス止めの冊

子のもの、９ページのものです。こちら

は協議事項と報告事項をひとまとめにし

ております。次に別紙１、「一般社団法

人ＭＣＩリングの概要および連携事項に

ついて」、次に別紙２、横書きのもの

で、「複合介入型はつらつ高齢者促進事

業」、次に別紙３、こちらも横書きのも

のになります。「令和７年度介護予防事

業再構築に向けた事業見直しの状況」。

次に別紙４、こちらも横書きのもので、

会議体系図ですね。「足立区生活支援体

制整備事業における会議体の流れ」。最

後に別紙５で、「介護予防チェックリス

ト」。令和５年度と令和６年度、２枚も

のでございます。 

○司会 不足等ございましたら、事務局

にお声がけください。過不足等はござい

ませんでしょうか。ありがとうございま

す。 

 あとすみません、ぱく増しのイラスト

の紙ですね、青いハンドタオルのイラス

トの。こちらもご用意ございます。 

○河内係長 デザイン案ですね。参考に

御覧いただければということで、お配り

しています。 

○司会 この会議は、足立区地域包括ケ

アシステム推進会議はつらつ高齢者部会

設置要綱第６条により、委員の過半数の

出席により成立いたします。現在、過半

数に達しており、この会議が成立いたし

ますことをご報告いたします。  

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力をお願

いいたします。  

 なお、この会議の会議録は公開するこ

とになっております。記録の関係上、ご

発言の前にはお名前をお願いいたしま

す。  

 それでは、初めに酒井部会長から開会

のご挨拶をお願いいたします。  

○酒井部会長 皆様こんにちは。今日は

第２回のはつらつ高齢者部会ということ

になります。前回第１回は、介護予防事

業の見直しということで、見直しの方針

について、皆様と協議させていただいた

わけですけれども、本日は第２回、この

間の準備が進みまして、介護事業の再構

築の具体的な事業についての内容や、そ

れから組織体の動かし方等について、皆

様と協議してまいりたいと思います。本

日は限られた時間ですけれども、皆様の

活発なご意見等、よろしくお願いしたい

と思います。  

○司会 ありがとうございます。  



○酒井部会長 それでは、よろしいです

かね。  

○司会 すみません、協議に入る前に、

前回ご欠席された委員の方、本日ご出席

されておりますので、簡単にご挨拶いた

だきたいと思います。まず廣島委員、お

願いいたします。  

○廣島委員 皆さんお疲れ様です。前回

出席できず失礼いたしました。足立区介

護サービス事業者連絡協議会の通所部会

の部会長の廣島と申します。よろしくお

願いいたします。  

○司会 廣島委員、ありがとうございま

した。続きまして堀委員、お願いいたし

ます。  

○堀委員 基幹地域包括支援センターの

堀でございます。第１回目はたしか体調

不良で倒れてしまって、参加ができませ

んでした。大変申し訳ございませんでし

た。本日より、またよろしくお願いいた

します。  

○司会 ありがとうございました。それ

では議事に入らせていただきます。これ

からの議事進行に関しましては、酒井部

会長、よろしくお願いいたします。  

○酒井部会長 それでは議事を進めてま

いりたいと思います。次第に従いまして

進めてまいります。  

 次第２の協議事項としまして、１、複

合介入型はつらつ高齢者促進事業の構築

について、事務局のほうからご報告をお

願いしたいと思います。  

○神家満係長 皆さんこんにちは。高齢

者地域包括ケア推進課の、高齢計画調整

担当の神家満と申します。私のほうから

複合介入型はつらつ高齢者促進事業につ

いて、ご説明をさせていただきます。こ

れより着座にて失礼いたします。  

 まず、見ていただきたい資料なのです

けれども、ホチキス留めの資料１ページ

目でございます。「複合介入型はつらつ

高齢者促進事業の構築について」、と書

かれた紙になります。こちらは、経緯を

お話ししますと、足立区はこれまで介護

予防事業、認知症予防事業、それぞれい

ろいろな事業を展開し、行ってまいりま

した。ただ、個々でやっていた両事業

を、より一体的に取り組むというところ

で、この両施策の相乗効果をより一層高

めていくために、７月に筑波大学の朝田

教授が代表を務める一般社団法人、ＭＣ

Ｉリングと包括連携協定を締結いたしま

して、新たにこの複合介入型はつらつ高

齢者促進事業の構築に着手いたしまし

た。  

 事業概要といたしましては、項番の２

番を御覧ください。ＬＩＮＥを入り口と

したＩＣＴを活用し、より多くの高齢者

が時間や場所等の制限なく認知症予防・

介護予防に取り組める環境を整備すると

ともに、個々の活動記録を蓄積、見える

化するデジタルプラットフォームを構築

するとしております。ただ、この言葉だ

けだと何のことかというところがありま

すので、資料で別紙２と書かれたこち

ら、Ａ３の紙を御覧いただきながら、説

明をさせていただきます。よろしいでし

ょうか。  

 この事業、ここに細々と記載させてい

ただいているのですけれども、大きな特

徴といたしましては３つございます。ま

ず２番を御覧いただきたいのですけれど

も、「時間や場所に縛られない、自分に

合った取組を促進」ということで、「ス

マホを使っていつでも・どこでも・誰と

でも・お１人でも・何回でも」をコンセ



プトに、例えばこのＪ－ＭＣＩという認

知症リスクの早期発見プログラムであっ

たり、運動、美術、音楽など多彩なメニ

ューの動画コンテンツを提供し、それを

利用者の方には制限なく、何回でも使っ

ていただくというものです。  

 ２つ目の特徴といたしましては、３番

を御覧いただきたいのですけれども、こ

うしたオンラインのコンテンツの利用状

況であったり、既存の介護予防事業、こ

ちらの参加情報等を１つのデータベース

に情報を集約し、一元管理していきま

す。こうすることによって、個々の事業

ごとに管理していた情報というものを、

逆にお１人の方に対して横断的な情報管

理という形に変えていくつもりでござい

ます。  

 我々だけでこの情報を持つのではな

く、スマホを活用というところがポイン

トになりますので、個人の方に日頃の活

動ですとか、測定会の結果ですとか、そ

ういったものもご自身でスマートフォン

で確認できるというような仕組みを考え

ております。  

 こうしたデータの蓄積・見える化によ

って、今まで行っていた介護予防事業が

果たして本当に効果があるのか、あとは

この事業とこの事業が掛け合わさったと

きに、また新しい発見があるのではない

か、そういった事業の効果検証にも生か

せるのではないかなと考えております。  

 ３つ目の特徴といたしましては、資料

の左下、水色の部分を御覧ください。新

しく、高齢者体力測定会をリニューアル

いたしまして、「はつらつ測定会」とい

うものを来年の４月から立ち上げる予定

です。前回のこちらの部会でも、やはり

「高齢者」とか「シニア」という名前

が、やはり参加者を敬遠させているとい

うお声も頂きましたので、思い切って対

象を書くのをやめました。何歳であって

もはつらつとしていただきたい、そうい

う思いから「はつらつ測定会」とシンプ

ルな名前にさせていただきました。  

 この測定会の特徴といたしましては、

従来の体力に加えて認知機能、下に書い

てあるのですけれども、コグニトラック

スという認知機能を測る実測ツールがあ

りまして、そちらを使って、体力と認知

機能のダブル測定会を行います。  

 また、参加へのハードルを下げるため

に、この事業については予約不要でふら

っと来ていただくということを考えてい

ます。ふらっと来ていただくには、やは

りより多くの場所で、決まった日時で行

われて、覚えていただくというところが

重要かと思われますので、毎月区内の地

域学習センターで、定期開催という形で

開催する予定です。まだ予定にはなるの

ですけれども、現在令和６年度体力測定

会は、年間５０回程度行っているのです

けれども、このはつらつ測定会について

は来年度１７３回、出張開催も含めて約

３倍開催する予定です。  

 あと、このはつらつ測定会の右側に、

ＬＩＮＥのアイコンでプッシュ通知、定

期的な測定を促すとあるのですけれど

も、このＬＩＮＥを使って事業を展開し

ていきますので、個人の方の測定、活動

状況ですとか、前回の測定会に参加して

から一定の期間が空いたときには、個人

それぞれにプッシュで、そろそろ測定会

参加してみませんかとか、活動状況に応

じては、こういうところをもう少し頑張

ってみましょうとか、励ましのメッセー

ジを１人１人に、丁寧に送ることができ



るようになります。  

 特徴としては以上の３つなのですけれ

ども、補足といたしましては資料の中の

オレンジ色の点線の部分です。Ｊ－ＭＣ

Ｉ、または、はつらつ測定会の認知機能

測定のコグニトラックス、こちらのほう

で仮に、認知症という断定はできないの

ですけれども、リスクの疑いがあります

よ、少し気になるところがありますよと

いう方には、このＬＩＮＥの機能を使っ

て、既存の例えば地域包括支援センター

ですとか、認知症検診事業ですとか、こ

ういったものがありますので、ぜひご参

加くださいというところも、お１人お１

人にメッセージを送れるようになりま

す。  

 今回の事業はあくまでスマホを起点に

展開していきますので、やはりこういう

ものをつくったので、では後はやってく

ださいというと、なかなか広がっていか

ないのかなと思っています。そこで４番

の利用促進に向けた取組といたしまして

は、スマホ関連事業ということで、登録

のお手伝いの登録サポート会、もしくは

持っていないよという方には、１００台

限定にはなるのですけれども、事業参加

用のスマホ端末、こちらを最長２年間お

貸出しすることを考えています。  

 またこの事業に参加するメリットとい

たしまして、区のスマホよろず相談とあ

るのですが、この事業を通してスマホを

利用するハードルを下げるために、何か

日頃のお困り事ですとか、使っていて分

からないことというところを１対１で、

対面でサポートする、もしくはコールセ

ンターで、お電話で簡単なお問い合わ

せ、相談については対応するというもの

を、サポート体制として考えています。  

 こちらの事業の今後のスケジュールな

のですけれども、現在この基盤となるデ

ータベースのシステムを構築しておりま

す。来年の２月にはデモができるように

準備を進めているのですけれども、本格

実施については令和７年度の４月を予定

しておりますので、また次回、第３回の

こちらのはつらつ部会のときに、もう少

し具体的なイメージといいますか、お試

しみたいなものができればなと考えてお

りますので、ぜひ楽しみにしていただけ

ればと思います。私のほうからは説明は

以上です。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

今、複合介入型についての事業の説明等

を伺いました。こういった点を含めて、

今の報告についてご質問、ご意見等いた

だければと思います。  

 また、これは非常に内容の濃い事業に

なっていますので、一応３０分までご意

見を頂いて、そこで一旦区切りますけれ

ども、この件に関しては後ほど、最後の

ほうでまたご意見を伺うというふうに進

めてまいりたいと思います。  

 それでは、まずこの今のご報告につき

まして、ご質問等ありましたらお願いし

たいと思います。  

 私からよろしいでしょうか。来年の２

月にテストで運用を開始してみるという

ことなのですけれども、多分この事業の

システムの構築は、初めてつくられてい

るかと思うのですけれども。進捗状況に

ついては２月のテスト運用に間に合うよ

うな形で進んでいるのでしょうか。  

○神家満係長 ご質問ありがとうござい

ます。進捗状況といたしましては、今Ｍ

ＣＩリングさんをはじめとして基盤デー

タシステムを構築する事業者さんとも、



順調に調整を進めさせていただいており

ます。ただ何分、ボリュームに対して期

間が限られていますので、限られた時間

を有効に、無駄のないようにというとこ

ろは気をつけて進めております。  

○小浦委員 ……１点よろしいですか。

令和８年度の目標登録者数は７，０００

名ということですけれども、区民の方へ

の周知の方法はどういったところでお考

えでしょうか。  

○神家満係長 ありがとうございます。

周知については区の広報紙、ホームペー

ジはもちろんなのですけれども、この事

業をＰＲする動画を今考えております。

併せてチラシを関係各所にお配りして、

多方面にかけて周知を考えています。  

○小浦委員 本当に小さな参考程度なの

ですけれども、ちょうどうちの法人内

で、園芸のボランティアの募集をかけよ

うということで、２０名くらいの自主グ

ループさんにＬＩＮＥで参加登録してく

ださいというような、ＬＩＮＥで水やり

の方よろしくとか、種を植えたいけれど

も何がいいかなみたいなものをＬＩＮＥ

で流して、皆さんの知恵をお貸しくださ

いみたいな感じにしたいといって、では

ＬＩＮＥでやりましょうと２０名くらい

の方に言ったときに、５、６名はＬＩＮ

Ｅをやっていない、登録をするつもりも

ないというような反応がありましたの

で。すごく小さなところですけれども、

参考になればですが。  

○神家満係長 ありがとうございます。

資料の１番の（２）にも書かせていただ

いたのですが、※印のところですね。Ｌ

ＩＮＥの普及率、２０２３年の調査なの

ですけれども、６０代で約８割の方、７

０代で約７割、かなりＬＩＮＥの利用

率、普及率というのは高くなってきてい

ますが、一方でやはり１００％には至っ

ていないので、今委員がおっしゃったよ

うに、一部の方にはまだまだこのＬＩＮ

Ｅを使った仕組みというのは難しいのか

なと、我々も把握はしております。  

ただ、今回この複合介入型はつらつ高

齢者促進事業に、今までの事業を全て切

り替えるということではなくて、こうい

ったデジタルで裾野を広げるという、両

輪で介護予防事業、認知症予防事業を進

めていきたいなと思っていますので、そ

ういった方もいるのだということは、

我々は忘れずに、この事業を推進してい

きたいと思っています。ありがとうござ

います。  

○山中副部会長 よろしいですか。今の

ご説明と関連しまして、令和７年度の継

続事業、はつらつ教室、みんなで元気ア

ップ教室などですけれども、これと新し

い複合介入型の促進事業との関係性とい

うか連携などについては、どのように考

えていらっしゃるのでしょうか。  

○神家満係長 まず、一番分かりやすい

連携といたしましては、出欠管理の仕組

みをこのＬＩＮＥを使ったＱＲコード

で、会場でカメラで読み込むと、例えば

Ａさんが何月何日のどこの会場のはつら

つ教室に参加しましたよ、というのがこ

のデータベースに蓄積されるようになり

ます。ですので、そういったところでこ

のデジタルの事業とアナログの事業、全

ての情報管理をこれからそういう形に切

り替えていきたいと。  

 あとは、はつらつ教室のカリキュラム

の１つに、これはまだ案なのですけれど

も、多彩なプログラム、オンラインコン

テンツがありますので、それも１つのツ



ールとして使っていただくというのも、

方法としては我々はあり得るのかなとい

う風に考えています。  

○山中副部会長 ありがとうございま

す。もう一つですが、はつらつ測定会は

体力と認知機能を設定するという主旨で

開催されるのだと思いますけれども、こ

こで教室的な取組というのはされていま

せんでしょうか。  

○神家満係長 このはつらつ測定会の中

で、教室も合わせてというところは、今

のところ予約不要で、ふらっと来て受け

て帰っていただく、という一連の流れの

事業を今は考えているので、教室形式に

なりますと、どうしても何時から始まり

ます、何時に終わります、というものが

発生してしまうので、今のところは想定

しておりません。  

 ただ、逆の発想で、例えば高齢者関係

者団体様のところに出向いて、出張測定

会をやるというときには、場と時間が決

まりますので、そういったときに何か講

座を１つプラスするとか、そういうこと

はできるのかなと思います。  

○山中副部会長 この測定会などの機会

を使って、ＬＩＮＥの使い方が分からな

い方とか、そういう方をフォローするよ

うな仕組みがあってもいいのかなと思い

ました。  

○神家満係長 おっしゃるとおりです。

当面の間は、通常の測定会員のスタッ

フ、プラスもしその場でやりたいという

方に、登録のお手伝いをするサポート要

員は置こうと思っています。  

○山中副部会長 ありがとうございま

す。  

○廣島委員 動画を作成予定ということ

で、これはＹｏｕＴｕｂｅか何かで流す

予定なのですか。  

○神家満係長 足立区ですと「動画ｄｅ

あだち」というものがありますので、そ

こで放映もするのですけれども、あとは

公共施設に設置されているデジタルサイ

ネージ、そういったものも活用する予定

です。  

○廣島委員 ＹｏｕＴｕｂｅの「動画ｄ

ｅあだち」というのは、大体再生回数は

平均どんなものなのですか。  

○神家満係長 まちまちです。区長の定

例記者会見ですとか、「あだワンＣＭグ

ランプリ」って聞いたことありますか。

各所管が動画を載せているのですけれど

も、すごく回数が伸びるものもあれば、

回数が少ないものもありますので。  

○廣島委員 それとチラシのほうを関係

各所というところで、検討されていると

思うのですけれども。関係各所というの

は、具体的にはある程度絞っているよう

な感じなのですか。  

○神家満係長 具体的に選定というとこ

ろにはまだ至っていないのですけれど

も、当然区の公共施設だけではもったい

ないと思いますので。例えば介護、医療

関係者の皆様が集まる場で、こういった

ものをご紹介させていただいたりとか、

そういう周知はさせていただこうと思っ

ています。  

○廣島委員 １１月、介護の日があるで

はないですか。測定会をやられますよ

ね。そこまでにチラシとかをご用意され

たりとかは、考えられているのですか。  

○神家満係長 １１月１１日に予定して

いるはつらつ測定会は、この４月から始

まるものに向けてのデモンストレーショ

ン、練習といいますか。事業者のほうも

初めて体力以外の部分を取り扱いますの



で。何回か、９月にも１回試行的にやっ

たのですけれども、段階を経て、４月に

向けてやっていくものです。ですので、

システムがまだ出来上がっていないの

で、そこでチラシを配るということは予

定しておりません。  

○廣島委員 ありがとうございます。  

○小浦委員 小浦です、何度も申し訳な

い。ちょっと聞き漏らしたかもしれない

のですけれども。はつらつ測定会で、体

力なんかの測定をして、体力といっても

いろいろな項目があるのかなと思うので

すけれども。例えば筋肉量の減少だと

か、特に足の筋肉量なんかとか、肺活量

だとかみたいな、私は低下しているのだ

なみたいなこととか、標準よりも低いの

だなみたいなことが分かったときに、こ

のオンライン介護予防プログラムに結び

ついてアナウンスがオンラインで出るの

だとか、認知症リスク疑いありに関して

は、地域包括支援センターにみたいな流

れがありますけれども、自分の体力の数

値を見たときに、私は何をしたらいいみ

たいなところには、どうやって結びつい

ていくのでしょうか。  

○神家満係長 実際認知機能の疑いだけ

ではなくて、例えば測定会に限らず、オ

ンラインコンテンツの利用状況に応じた

活動の促しや、あとはパークで筋トレと

か、はつらつ教室とか、こういう事業が

ありますよとか、そういうご案内も通知

で送る予定です。  

○小浦委員 プッシュ通知で。  

○神家満係長 プッシュ通知で、ＬＩＮ

Ｅで。  

○小浦委員 それはいいですね、ありが

とうございます。  

○酒井部会長 今のお話は、別紙２の左

側の（３）の、オンライン介護予防プロ

グラムのところのウに、「個人利用に限

らず、地域の通いの場での活用や教室型

事業のカリキュラムの一部に組み込む

等」とあるのですけれども、こういった

ものをプッシュ通知で伝えていくという

ことですか。  

○神家満係長 こちらはイメージといた

しましては、先ほどのはつらつ教室とい

う別の事業があるのですけれども、その

事業でこのオンラインコンテンツを１つ

のカリキュラムとして、使うこともでき

るように、ここだけでしか使えないと囲

いたくはないので。  

 例えば地域学習センターが行う自主事

業とか、住区センターが行う自前の事業

のところで、もしこのコンテンツを使い

たいなというお声を頂いたら、我々とし

てはどんどん積極的に外に、当然無料で

使っていただこうと思っています。です

ので、使い勝手の悪い仕組みにはしたく

ないので、他の事業へも柔軟に広げられ

るような仕組みにしていきますというこ

とを書かせていただきました。  

○酒井部会長 なるほど、取り込むとい

うことですね。  

○神家満係長 どんどん使っていただく

という。  

○酒井部会長 外のいろいろな事業には

プッシュで教えるという形。  

○神家満係長 はい。あとは、我々の事

業だけでなく、地域で活動されている自

主グループで、お友達同士で一緒に取り

組んだ際に、各々の実績がちゃんとカウ

ントされるような仕組みというのも考え

ていますので、そういったもので汎用性

を持たせた仕組みを今構築しています。  

○内山委員 シルバー人材の内山ですけ



れども。シルバー人材で９月から１０月

にかけて、５地域あるのですけれども、

そこで、全体会という言い方をするので

すけれども、やっております。そこに出

張いただきまして、まずはありがとうご

ざいました。  

 そこでやはり、今までもそういうもの

があったのでしょうけれども参加できな

かった方が参加していただいた、各回に

３０名という制限はありましたけれど

も、まだまだやりたかったのだという声

も聞こえます。それで、年に１回ではな

くて年に３回くらい集まる会があるの

で、そういうところにまた出張いただけ

ればと思って、お願いしたい次第ですけ

れども。  

 私も参加したのですけれども、そのと

きには歩幅を確認する、グラグラしない

とか、あとは４０センチの高さから片足

で立ち上がるとかいうのをやり、２つで

したね。  

○神家満係長 そうですね、ちょっとミ

ニ版で。  

○内山委員 そうですね。それをやった

のですけれども、数値も頂いて、紙も持

っているのですけれども、そこであとど

うするのというのが結局分からない、先

ほどの話なのですけれども。今のところ

の時点では、測っただけだなとなってい

るので、時間があればそこで、何という

のですか。  

○神家満係長 アナウンスができるとよ

いですね。  

○内山委員 トレーニングというと変で

すけれども。我々はシルバーなので、そ

ういうフレイルにならないような運動と

かも、講習会をやったりしているので

す。そういうのも含めてご指導いただけ

ると、ありがたいなと思います。  

○神家満係長 ありがとうございます。  

○内山委員 あとはもう一つ、データ化

するのでしたら、アプリではないですけ

れども、何回もやるのでしたらそれをデ

ータ化というのが、本部のほうでそうい

う集計が個人的にできるのか。あとは

個々でそれを蓄積していくのか。ゴルフ

のスコアではありませんけれども、毎回

やったことを登録していって、どうなる

かというのが分かるといいかなとは思い

ます。  

○神家満係長 ありがとうございます。

今ちょうど私もご説明したいなと思った

のですけれども、まず先に、２点目のご

質問のところで、個人の方のスマートフ

ォンに、今までの活動記録というのは蓄

積されます。測定会の測定結果も、経年

でグラフで、前回よりもどうだったかと

か、同年代と比べて、今自分は平均なの

かよいのかというところも、視覚的に分

かりやすく見られるようにしたいなと、

そういうものを今構築しています。  

 どうしてもその場で紙ですと、そのと

き１回はいいのですけれども、前回と比

べたらどうだったのか、１年前と比べて

どうだったかというところが、どうして

も追い切れないところがありますので、

そこはデジタルの力で経年で追えるよう

にというのを、今考えております。  

 それで、１つ目の、やはりより多くの

場所でというところが、まさに最もその

とおりでして。私はシルバーさんの出張

の測定会で頂いたアンケートの結果を見

させていただいたのですけれども、やは

り初めて参加したという方が多かったで

すね。やはりまだまだ我々の周知不足と

いうところもあるのですけれども、機会



があれば参加するという方はいるのだと

いうことが分かりましたので、今回、思

い切って全学習センターで、毎月定期開

催をするということに、大きく舵を取り

ましたので、ぜひ会員の皆様に、これか

らどんどん参加していただくようにアナ

ウンスしていただければなと思っており

ます。よろしくお願いいたします。  

○内山委員 よろしくお願いします。  

○酒井部会長 この件は非常にご意見を

多くいただいております。後ほどまた引

き続き、この点についてお話を伺いたい

と思います。  

 一応先に進めさせていただきます。協

議事項の（２）になります。「令和７年

度介護予防事業再構築に向けた事業の見

直しの進捗について」のご報告をお願し

たいと思います。  

○河内係長 皆さん、お世話になってお

ります。介護予防生活支援係の河内のほ

うから、令和７年度介護予防事業再構築

に向けた事業の見直しの進捗のご報告と

いうことで、説明させていただきます。

着座にて失礼します。  

 こちらの案件につきましては、推進会

議で議題に上げさせていただきまして、

また第１回でも皆様からご協議、ご意見

いただいたものの、現在の進捗状況のご

報告でございます。  

 では、ホチキス留め４ページになりま

す資料のご説明させていただきます。  

 令和７年度介護予防事業再構築に向け

た現在の進捗でございますが、項番１に

ありますとおり、今回協議に上げさせて

いただいている事業は４つございます。

あだち・らくらく体操の番組放送、はつ

らつ教室のプール型、教室型のもの、あ

とは体力測定会の進め方についてです。

項番２にありますとおり、第１回では委

員の皆様から様々なご意見を頂いており

まして、骨子となる部分を少し上げさせ

ていただいております。  

 はつらつ教室のプール型については、

会場の数ですとか、参加者の数からみま

すと、少し採算性に影響があるのではな

いかというご意見があったりですとか、

あとは教室型についても、卒業先の受け

皿のような利用があると、参加者の固定

化というのが課題として説明させていた

だいたところではありますが、卒業して

いく方も次にやる場所が見つけられてい

いのではないかというお話がございまし

た。  

 体力測定会につきましては、ネーミン

グの件、先ほどもご説明させていただき

ましたが、そういった高齢者が参加しや

すい周知の仕方ですとか、ネーミングの

部分というのもご意見を頂いたところで

ございます。  

 では、項番３になりますが、現在の進

捗状況をご説明させていただきます。  

 （１）あだち・らくらく体操につきま

しては、こちらはＪ：ＣＯＭ足立におき

まして、足立区の作成した体操があるの

ですけれども、こちらの番組放送につい

ては終了に向けて、と前回ご説明させて

いただきました。現在Ｊ：ＣＯＭ足立と

の協議の中で、実際どのようにアナウン

スするのがいいかというのは、話し合い

をしているところではございます。  

 まずはアとイ、２つありますが、イの

時期につきましては、Ｊ：ＣＯＭ足立で

も通常行われている番組終了のお知らせ

というのが、おおむね１カ月前から流し

ているということだったので、そちらに

ついては同じようにやっていただいたほ



うがいいのかなということで、進めてい

ます。あまり早過ぎて、２カ月前からず

っと周知して、終わります、終わります

と続け過ぎてもちょっと目障りですし、

逆に短すぎるのもまたご迷惑になるかも

しれませんので、やはり１カ月前という

のがちょうどいいのかなと。  

 実際どのようにアナウンスを番組内で

するかと言いますと、番組内にテロップ

を流して周知するという方法がよく使わ

れているということでした。テロップの

文案についても、こちらに上げさせてい

ただいたような形で提案いただいている

ので、こちらで協議をしていきたいなと

考えています。  

 あだち・らくらく体操につきまして

は、テロップ案にありますとおり、足立

区のホームページで見られます、公式Ｙ

ｏｕＴｕｂｅチャンネルの「動画ｄｅあ

だち」でも御覧いただけますので、単純

にそこで終了ではなくて、違う形にはな

りますが、見る方法は引き続きございま

すということで、あまり影響がないよう

な伝え方として考えていきたいと思って

おります。  

 続きまして、はつらつ教室のプール型

につきましては、こちらに関しては実際

会場の数ですとか参加者数という課題が

様々ありますけれども、ほかの介護予防

事業に比べて開催の周知を、あだち広報

等でいつもやっているのですが、あれば

あったですごく問合わせも確かにありま

す。「いつやりますか」と。そういった

要望も、参加者の方からたくさん来てい

るものでもありますので、実情を踏まえ

て今後の在り方、やはり先ほど説明のあ

った、新しい取組もどんどん推進してい

かなければいけないので、そういったと

ころを、プールの施設管理者、指定管理

者に事業を委託しているのですけれど

も、そちらとも協議をしながら進めてい

かせていただければと思っています。  

 では次の５ページ。こちらは、はつら

つ教室の室内型になります。こちらは教

室で学んだことを自宅でも取り組めるよ

う、これまでの講師による講義に加え

て、こちらで上げている令和７年度から

という事業が、まさしく先ほどの再構築

支援事業のものになります。こういった

ものも取り入れる場として、このはつら

つ教室というのは、活用できる方法もあ

るのではないかということで、今検討し

ているところでございます。  

 今まで、毎月会場ごとによって差はあ

りますけれども、毎月２回を１２カ月ず

っとやってみたところでございますが、

今年度指定管理者のほうから、報告をデ

ジタルでもらうようにして、やはり測っ

ているところを、参加者さんはやはり大

体同じ方が固まっていくようになってい

きました、というところが把握できまし

て。そういったものを先ほど、第１回で

もご意見があったみたいに、ほかでやる

ことが見つけられれば、学んだことを持

ち帰っていくこともできるのではない

か。  

 ここに、先ほどの動画配信も自宅でも

取り組めますし、例えば仲間同士集まっ

て、活動の場でもやっていただけるもの

として、利用してもらうような学びの場

としてやっていく方法がいいのではない

かということで、案としては例えば、毎

月やっていたものより短期集中型という

か、いわゆる上半期、下半期４回ずつや

るような、回にも余裕を持たせる、単発

で参加いただくような学びの教室に変え



ていくのはどうか。また受付方法も、新

規参加者の方が優先的に参加していただ

くような受付方法、仕組みに変更してい

きたいと考えています。  

 （４）ですけれども体力測定会、こち

らについては先ほど神家満のほうから説

明がほとんど終わりましたので、書いて

あるとおりでございます。ネーミングの

ほか学習センター全館で、毎月決まった

曜日での開催ということで、こちらも学

習センターの施設のほうには協議をして

いるところでございます。  

 ９月３日に、先ほどお話のあった試験

的な取組を、区役所のアトリウムで実施

しました。簡単ではございますが、結果

としては、参加者数４６名にのぼりまし

て、認知機能測定のみで終わった方が６

名、体の機能測定のみで終わった方が５

名ですけれども、両方やっていただけた

という方が４０名近くおりました。認知

機能測定はコグニトラックスで、先ほど

ご説明があったものなのですけれども、

少し時間を頂く測定ではあるのですが、

来た方はやはり興味を持っていただい

て、時間はかかるけれどもやってみた

い、興味を持っていただいているところ

は、すごく効果があったのかなと思って

おります。  

 廣島委員からお話のあった１１月の件

につきましても、体の測定と認知機能測

定、両方やる予定でございますので、こ

ちらは事業者の練習も兼ねて、実際どの

くらいの運営がやっていけるかというの

を、ちょっと測っていきたいなと考えて

います。  

 ３番の、その他の介護予防事業につき

まして、こちらは別紙３の横書きのＡ４

の資料を参考いただければと思います。

令和５年度にＺＯＯＭを活用した体操教

室、そういったものを始めさせていただ

いております。もともとはコロナ禍です

とか猛暑があって、なかなか教室に集ま

りにくい状況の中、自宅でも取り組める

ために、コロナ禍で大変だったときはＺ

ＯＯＭを使ってみようということで、始

めた事業でございます。こちらはその動

画配信、別の形で移行していくものもあ

りますし、やはりＺＯＯＭを使うという

ところに、なかなかまだ壁を感じられる

方も中にはいらっしゃいますので、もっ

と簡単に使っていただく内容に変えてい

くため、このＺＯＯＭの教室自体は動画

配信に移行していくように検討していま

す。  

 また、新しい事業とは別なのですけれ

ども、はじめてのフレイル予防教室とい

う、介護サービスの必要が、リスクが高

い方向けの介護予防教室は実施しており

ますが、こちらが年２回、春と秋とやっ

ております。ただ１回の教室が連続１２

回の、３カ月近く通っていただいている

ものなのですが、前期の後半が夏にかか

ってしまう。また後期の始まりが９月く

らいから始めさせていただいているので

すけれども、やはりまだ暑い時期に重な

ってしまって、参加者の方の熱中症の不

安があるため、こちらの回数を１２回か

ら１０回に減らす形で、最初の上半期の

終了を早く終わらせるという形で、夏を

回避しまして、後半の始まりを少し後ろ

倒しさせて、これでまた夏を回避する形

に見直させていただくことを考えており

ます。  

 別紙３で見ていただいている内容とし

ましては、継続事業のはつらつ教室と、

みんなで元気アップサポーター養成研修



とございますが、こちらについては自主

グループ、はつらつ教室のプール型は先

ほど説明したとおりですけれども、みん

なで元気アップ教室等につきましては、

自主グループが大変効果が出ております

ので、先ほどの動画配信も活用してもら

う場として、今後も引き続き続けていこ

うと考えています。  

 では、再構築に関する進捗状況は、説

明は以上となります。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

今、ご報告を受けてご意見を頂ければと

思います。  

 私からですけれども、別紙３を見ます

と、一応変更点、理由と書いてあるので

すが、基本的に事業を完全にすぐ廃止す

るとまではなく、現状維持のものがあり

ますよと、そのとおりのものがあります

よと。それから変更提案に関しては、下

の５つが出ていますが、これらについて

も今後とも進めてみて、さらに変更等を

加えていくという形で、事業を運用する

ということでしょうか。  

○河内係長 はい。先ほど申し上げまし

たＺＯＯＭですとか、スマホを活用した

事業につきましては、新しい動画配信で

すとか、今回のスマホのＬＩＮＥアプリ

の活用等に移行していくので、こちらに

関しては令和７年度は開催をやめて、こ

ちらの動画配信のほうに注力していこう

と考えています。  

○酒井部会長 素朴な疑問なのですけれ

ども、事業を見直すといいながら事業は

進んでいくと、それから先ほどお話のあ

った、新たな複合介入型の促進事業とい

うものがありまして、この会というか、

はつらつ高齢者部会の運用に使える資金

と言いますか、そういったものは確保で

きるのでしょうか。  

○河内係長 新しいはつらつ促進事業に

つきましては、基本的には補助金を基に

今システム構築しておりますけれども、

その補助金の終了後は、運用のランニン

グコストが当然必要となってきます。そ

ちらにつきましては、現時点での介護予

防事業でかかっている予算の中のレベル

で、同等で進められるようにしていくた

め、現在の費用対効果を見ながら、見直

せる事業を少し圧縮しながら、やはりこ

ちらで回していくというような進め方を

していきたいと考えています。  

○酒井部会長 予算は確保されている

と。  

 ほかはよいですかね。それでは先に行

きましょうか。報告事項のほうに入って

いきたいと思います。３（１）、令和６

年度「ぱく増し」事業の進捗状況につい

てのご報告をお願いしたいと思います。  

○黒川係長 高齢者地域包括ケア推進

課、高齢者栄養施策推進担当、黒川で

す。着座にて失礼いたします。前回、第

１回のはつらつ高齢者部会のほうで、今

年度ぱく増し事業をこのように進めてい

くことを考えております、ということで

お伝えさせていただきましたが、少し月

日が流れまして、進んできた部分があり

ますので、進捗状況をお伝えさせていた

だければと思います。  

 項番１番です。２月「『ぱく増し』月

間に向けて」というところですね。

（１）アンケートに答えてぱく増し商品

を当てよう！ キャンペーンですけれど

も、こちらの商品が今決まりつつありま

す。すき焼き用のお肉、ホタテ、ハム、

ソーセージの詰め合わせ、あとバウムク

ーヘン。最後の配食のお弁当の無料券な



のですけれども、配食事業者サービス協

力店のほうから、ぜひとも配食のお弁当

の無料券を出したいという声がありまし

て、そちらのほうも今年度は加えていき

たいと思っております。  

 昨年度トータル３０名様にということ

で、商品を用意していたのですけれど

も、今年度はここに書かれておりますも

のを全て１０名様にしまして、５０名様

にというところで、少し商品を拡大して

いきたい、当たる方を拡大したいと考え

ております。  

 前回委員のほうから、こちらのチラシ

を健康診断の案内に同封したらいいので

はないかという提案がされたのですけれ

ども、データヘルス推進課のほうに確認

しましたところ、時期的に合わないとい

うこともあるのですけれども、封入数に

やはり限界がありまして、これ以上何か

入れるというのは現段階ではできません

ということで、回答がございました。と

いうところで今年度は、介護予防チェッ

クリストの結果アドバイス表に同封する

というところを、試行的にやってみまし

て、応募状況なども見ていければと思っ

ております。  

 （２）今年度の月間用普及啓発品とし

まして、２月の月間ですけれども、その

期間中にホウカツに足を運んだ方に、ハ

ンドタオルをお渡ししたいと思っており

ます。今日お配りしておりますデザイン

が、そのハンドタオルのデザイン案でご

ざいます。大きさ的には大体これくら

い、２５センチ×２５センチで、片面タ

オル地、片面ガーゼ地で、ガーゼ地のと

ころにこちらのデザインが入る予定とな

っております。今回、こちらの応募はが

きをホウカツに出していただければ切手

なしで応募できるという形で進めており

ます。そういった形で、ホウカツに来た

方にハンドタオルもお渡ししつつ、あと

リーフレットなども渡しながら、ぱく増

しを窓口にて伝えていただくというとこ

ろを、進めていきたいと思います。  

 項番２、「普及啓発品『手ぬぐい』を

活用したレジスタンス運動の開発」とい

うところです。あだちＰＯＳネットワー

クより５つのレジスタンス運動の動きを

提案いただきました。手ぬぐい絞り、リ

フトアップ、オール漕ぎ、股関節外転運

動とスクワットなのですけれども、どち

らも手ぬぐいを使った動きとなります。

後で山ノ内先生、補足がありましたらお

願いします。  

 （２）印刷物の作成なのですけれど

も、今月モデルの方を用意しまして、実

際に動きをしているところを、写真に撮

って印刷物をつくる予定としておりま

す。その撮影を今月行いまして、大体レ

イアウトも今月中にできてくるかと思う

のですけれども、年内には校了して、１

月末には完成できるくらいのスケジュー

ル感でいきたいと考えております。  

 こちらの印刷物の啓発なのですけれど

も、ホウカツの実態把握訪問時、手ぬぐ

いを配布する際に一緒に配るですとか、

介護予防事業、通いの場などで配布して

いく形を考えております。  

 項番３番、「その他（２月『ぱく増

し』月間に向けて）」というところです

けれども、（１）スーパー・民間事業者

との連携というところです。昨年度まで

にヨーカドー、ヨーク、ベルクスさんと

はもう既に連携が進んでいるところなの

ですけれども、あと民間事業者のほうは

味の素、キユーピーさんに協力いただい



ておりますが、新たにスーパーでは、千

住にありますスーパーＴＡＮＡＫＡさん

に協力を頂く予定としております。ほか

のスーパーさんももしかしたらというと

ころで、今お声がけをしているところで

ございます。スーパーＴＡＮＡＫＡさん

のほうは、既にいろいろお弁当などをつ

くって出しているのですけれども、２月

の月間に向けて、たんぱく質がしっかり

とれるお弁当というのを、少し中身など

を変えて、月間特別みたいな形で出し

て、シールなどを貼ってくださる方向で

話が進んでおります。  

 （２）庁内連携の強化というところ

で、昨年度も地域学習センターや図書館

とかなり連携を進めることができまし

て、ミニコミ誌への掲載ですとか、ぱく

増し料理教室などを２月に開催していた

だいたり、あと図書館などもぱく増しコ

ーナーを設置してくださったり、協力い

ただいているところなのですが、全部の

ところはまだやっていただけていない状

況ですので、さらに実施してくださる会

場が増えるように、今お願いなど打診を

しているところでございます。ぱく増し

事業の進捗状況について、以上となりま

す。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

今のご報告につきまして、ご意見等いた

だければと思います。  

○山ノ内委員 文字だけだと分からない

と思う。  

○酒井部会長 そうですね。  

○山ノ内委員 どういうものかって、分

からないですよね。簡単に。この手ぬぐ

いを配った後に簡単にできることという

と、たくさんある中でほんのちょっとと

いうか、どこでもということで、５つに

絞らせていただいて。目的としては、や

はり測定会でよくある握力というところ

と、それから一番弱りやすいのが体幹と

いって腹筋、背筋が弱りやすくなるの

と、腿の筋肉のところというのが、もう

ちょっと集中的にできないかなというと

ころで、ちょっと絞って考えたやつなの

ですけれども。  

 手ぬぐい絞りってよくあるのです、こ

れは動画というか写真を見ると分かるの

ですが、小指と薬指しか使わないです。

普通、親指から使ってしまうのですけれ

ども、そこを使わずに小指、薬指だけで

絞るというのをやっています。多分ふだ

んほとんどここは使わないですよね。握

力が結局少ない人というのは、実はここ

が使えない。小指、薬指が使えないと握

力って弱ってしまうので、そこを逆にし

っかり鍛えましょうということで。やり

方としては、本当に小指、薬指で、こう

でもいいですし、こうでもいいのですけ

れども、ここを使った絞りというもの

が、いわゆる手ぬぐい絞りの運動が１つ

です。  

 それからリフトアップというのは、こ

れは、すみません、実践させていただき

ます。ちょっとだけお時間を使わせてい

ただきますけれども。せっかく手ぬぐい

があるので、自分の肩幅に持っていただ

いて、何をやるかというとできるだけ遠

くに、上に伸ばして、またできるだけ遠

くから戻すという、これだけなのです。

意外と使わないのです。こういうところ

の運動はするのですけれども、遠くにこ

う伸ばして、そのままこうやって、また

遠くから戻す。これは実は肩、腹筋、背

筋、全部使う運動がこれなのです。  

 それからもう一つは、体をひねる動作



って余りしないので。ストレッチとかは

やるのですけれども、こういうところの

筋肉、腹斜筋といって斜めの筋肉、これ

がとても大事なのですけれども。これを

やるのがこういう、オール漕ぎといっ

て、ボートでよくこういうカヌー漕ぎ、

これだけなのです。これだけでここの筋

肉が全部使えます。  

○内山委員 一緒にやらせてもらってい

いですか。せっかくなので。  

○山ノ内委員 では少し後ろに下がって

いただいて、では一緒に。できるだけ遠

くに伸ばして、そのまままっすぐです。

それでまた遠くにグーっと、それで戻し

ます。結構背中にきますでしょう。  

 それとこう手を置いて。オール漕ぎで

すから。決して難しい運動ではないで

す。まずふだん使わない運動。これが２

つ目ですね。  

 それから、これはよくやるのですけれ

ども、ここにこう引っかけておいて、た

だ普通に持っていていいです。こういう

感じですね。体の真ん中で、これはただ

足を横に開いて１、２、１、２と。これ

はそんなにとめていなくていいです。こ

れが緩まないように、たるまないよう

に、ただ引っ張っているだけで、結構こ

の辺にきますね。これは反対をやって、

こういう感じです、同じに。これがやは

り、脇が弱りやすいので、これが４つ目

です。  

 最後、スクワットってよく皆さんやる

と思うのですけれども、体操をやってい

てどれくらい曲げたらいいのだろうとい

うのは、いつも聞かれるのです。それで

これを使ってやるのですけれども、例え

ば普通にこう持っていて、楽な位置で

す。これがつくまで。ついたらまた戻し

ます。  

○内山委員 ちょっと短すぎました。  

○山ノ内委員 それがこの、ぱく増しの

長さがちょうどいいのですけれども。そ

うするといつも同じ角度でできるので

す。深く曲げたり浅く曲げたりというこ

とができないので、必ず同じところまで

できる。それで、これが楽になってきた

らちょっと短くする。するとまた今度は

さらに深くまで。膝が痛い人は痛くない

ところでいいので、そこまで曲げたらと

いう長さを決めておけば、誰でもできる

というか。やはり目安が必要なのでとい

うことで、この５つを上げさせていただ

いて。すみません、時間を頂きまして、

申し訳ない。  

○酒井部会長 ありがとうございまし

た。  

○山ノ内委員 これの写真を撮って印刷

物を作成するということですね。  

○酒井部会長 常にタオルは緊張状態で

すね。伸びている状態で使う。  

○山ノ内委員 そうですね、伸びている

状態で。これはスクワットで、ついたら

戻すという感じで。これが目安になるの

でいいかなと思っています。  

○酒井部会長 最後のはご自身で調整で

きるというのが、またいいですね。  

○山ノ内委員 そうですね。いつも同じ

ところに印をつけるというか、いつも同

じ角度で、同じようにできるので、とい

うところで、手ぬぐいを使ってという形

でやっています。というのが５つの運動

になります。お時間いただきました。  

○内山委員 ありがとうございました。  

○酒井部会長 この点は今ので、皆さん

了解されましたか。よろしいですかね。

この点は、事業のほうを進めていただけ



ればと思います。  

 それでは次に報告事項の（２）生活支

援体制整備事業における課題の共有につ

いてのご報告をお願いしたいと思いま

す。  

○河内係長 ありがとうございます、河

内から説明させていただきます。ホチキ

ス留めの資料７ページと、あと別紙４と

書かれているＡ４横書きの、三角形の絵

が描いてある資料を御覧ください。こち

ら、まず初めに項番１にありますので、

資料の修正でございます。第１回でこち

らの図を使ってご説明させていただきま

したが、修正点というのはこの一番上の

会議の名称の部分でございます。  

 簡単におさらいしますと、足立区にあ

る２５か所のホウカツで、地域ケア会議

ですとか安心ネットワーク連絡会とい

う、地域の課題を話し合う場がありまし

て、そちらを一層二層連絡会というブロ

ックごと、また生活支援体制整備事業検

討会という、５ブロック全体を集めた会

議を踏まえて、区全体で行うべき課題が

あったときに、最後に話し合っていただ

く場として、このはつらつ高齢者部会に

案件を出させていただきたいという流れ

の説明となっています。  

 こちらが、国でいいます第一層協議会

という位置づけが、このはつらつ高齢者

部会ということで認識いただきたいとい

うことで、修正させていただきました。

前回は地域包括ケア推進会議がここの名

称に入っていまして、そのほかの部会と

の関係性はどうかということでお話があ

りましたが、基本的にはこの部会でお話

をしていきたいということで、直させて

いただきました。申し訳ありませんがよ

ろしくお願いいたします。  

 今回はこちらの、生活支援体制整備事

業というのは令和２年からずっと続けて

おりますが、現在の課題につきまして共

有をさせていただきたいと思います。こ

ちらはふだん基幹地域包括支援センター

の堀委員も参加いただきまして、遅くな

りましたけれどもよろしくお願いいたし

ます。  

 では順番に項番２、各ホウカツから抽

出された課題なのですが、先ほどのピラ

ミッドの図でいう一番下の、各地域で行

われている会議体で、住民ですとか地域

の関係者の方々から出た意見を集約して

いくと、おおむね幾つか偏っているとい

うか、同じ内容に集まっていくものにな

りました。  

 生活支援体制整備事業は、高齢者が住

みやすい地域づくりのための、地域での

生活支援のサービスの構築ですとか、そ

ういったものを目指した事業となってい

ます。その中で介護予防事業でいうと、

例えば自主グループをつくるというの

が、地域の担い手にはなるのですけれど

も、あとはそのほかのいろいろな団体活

動においても、高齢化が進むため、活動

人材の担い手不足という課題というの

が、意見がやはりたくさんあるというこ

とがございました。  

 （２）共食の場については、中部ブロ

ックで話題になっているところではござ

いますが、やはり孤立ですとか孤食、そ

ういったところも高齢者の、フレイルで

すとか介護認定につながっていく不安な

要素でもありますので、食を生かした地

域での社会参加の場というのは、作って

いく必要があるのではないかというご意

見でございました。  

 （３）につきましては、活動場所とい



うことなのですけれども、区の施設とし

ますと数が限られておりますので、区の

施設、公共施設以外も空き家ですとか、

あとは民間企業との連携で場所をお借り

できたり、そういったことができないか

という課題がございました。  

 この課題に対する取組方針で話し合わ

れた結果が、次の項番３でございます

が、活動人材の高齢化と担い手不足につ

きましては、各ホウカツごとに様々な方

法で人材発掘されている事例がありま

す。例えば絆のあんしん連絡会という会

議の中で関わりのあった、町場の協力機

関や民間企業さんが、地域貢献したいと

いうことで、例えば会社の場所を貸して

いただいて、会議の場を開いていただい

たりですとか、また地域で体操を教えた

いという方がいた場合は、その人たちの

自主グループにマッチングさせたりです

とか、様々な取組を各ホウカツで行って

いただいております。  

 イにあります活動人材発掘のための事

業の検討、こちらについてはそういった

取組の共有だけではなくて、やはり発掘

するための事業、行政としても何か問題

ないか、そういった検討が必要だという

ことで、ご意見を頂いたものでございま

す。  

 ウの小・中学校との連携なのですけれ

ども、こちらも各ホウカツごと、地域の

ニーズによっては、高齢者だけでやって

いくのではなく若い人たちの参加、また

高齢者と子どもが交流することで、どち

らも相乗効果というか、多世代交流とい

う言葉、そちらが効果が出ている取組、

またはイベントを開催してたくさん参加

があったエリアがありますので、そのた

めには学校にどうにか紹介、周知、相談

ができればという要望があるのですけれ

ども、なかなかそこの接点をつくるのが

難しいという意見がありましたので、行

政として何か協力できることがないか、

そういったところの検討がございます。  

 （２）の共食の場のニーズに対する支

援の不足ということですが、こちらは今

行われている中部のブロックの取組事例

が、効果が出ているものも多数あります

ので、まずはそういった情報共有が必要

だと思われますが、そのための共有の場

を開催していくというところから始めて

いければと考えています。  

 （３）高齢者の活動場所の不足につき

ましては、先ほど言った民間企業との連

携ですとか、企業と言わず、１つ例とし

ましてはお寿司屋さんの宴会のお部屋を

貸してもらえたという事例があったりと

か、そういうのは地域との連携の中で生

まれる会場の開発というか、開拓という

ものもございますので、そういった事例

を共有することで、ホウカツごと、エリ

アごとの新しい場所の開拓というものを

集めていきたいなと考えております。  

 今後のスケジュールとしましては、各

ホウカツごとに行う会議の上に、ブロッ

クで共有する場、こちらが一層二層連絡

会と呼んでおりますが、こちらが１１月

の下旬に開催がありますので、そちらで

集まったご意見ですとか情報につきまし

てまとめたものを、こちらの生活支援体

制整備事業検討会が、１月２１日に開催

予定となっているのですけれども、こち

らで集約しまして、第３回のはつらつ高

齢者部会で結果のご報告をさせていただ

きたいと考えております。  

 生活支援体制整備事業につきまして

は、現状こういう動き方をしております



ので、集まった情報につきまして、また

第３回で委員の皆様にご意見いただけれ

ばと思っております。どうぞよろしくお

願いいたします。堀委員、もし補足があ

りましたら、ぜひよろしくお願いいたし

ます。  

○堀委員 係長からお話がありました、

この会議体の流れ、一番下側がエリアの

包括支援センター、一番上が区役所とい

うことで、足立区全域ですね。この中の

往復運動でやる中で、今まとめていただ

いた資料というのは、下からずっと課題

が上がってきて、たくさんの意見があっ

たものを集約したものが、この紙１枚

の、生活支援体制整備事業における課題

の共有についてという資料である、とい

うことでございます。  

 肌感覚で言っていいのかどうか分から

ないのですが、例えばこの人材の問題、

高齢化や担い手不足というのは、ずっと

ずっと指摘されてきた話であるのです

が、やはり近年、ニュアンスが少し変わ

ってきたようなところもございまして。  

 というのは、労働市場とか就業環境、

就業状況に関する変化というのが、包括

支援センターの職員がいろいろな形で声

かけをする中で、都度に感じられること

になったと。  

 つまり、７０歳くらいの人とお話をし

ても、大概の人は働いているというよう

なことで、これまででしたら区の介護予

防施策に参加していただいたり、地域の

リーダーになっていただいたりという形

で、担い手として何だかんだで現れてい

た地域のキーパーソンみたいな方と、関

係を持ちにくくなっている、現れなくな

ってきているというような、そういう環

境の中で、今この住民参加による地域づ

くりというようなことを進めていく時代

に入ってきたかなというようなことを、

意見交換をしながら、新しい問題として

この人材の問題というのを上げさせてい

ただいた、というようなことでございま

す。  

 取組方針の（１）イに、こういった人

材を発掘するための事業の検討というこ

とを、河内係長とも相談しながら載せて

いただいたのですけれども、これについ

てはほかの資料で案内がありました、元

気アップ教室ですとか、元気アップサポ

ーター養成研修という事業がございます

けれども、そういった教室事業というの

を今の現状に見合うような形で見直して

いく中で対応していく、ということも、

今後一層における課題、足立区レベルに

おける課題の１つになるのかなと感じた

ところでございます。  

 それからもう一つだけ。課題の２の共

食の場ですけれども、これは孤立・孤食

対策という言葉とともに、これを出して

きて一生懸命取り組んでいる包括支援セ

ンターからは、栄養の問題というのも合

わせて指摘された上で、コロナがちょっ

と落ち着いたというところが大きいのだ

と思います。共食の活動って前からあっ

たのですけれども、ここに来てもう一度

光が当たって、積極的に取り組みたいと

いうような包括支援センターからの意見

が出ていると、そんな状況かと思いま

す。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

今のご報告、結構詳細なものを頂きまし

た。この別紙４の、三角のピラミッドに

なったものの一層二層、それから事業検

討会、その上の第一層まで今報告が届い

た、という形になります。  



 人ですね、人材発掘という。確かに

今、７０歳くらいまで一般企業では継続

して嘱託や様々な形で勤務するという形

になっていますので、確かに地域の福祉

の現場で、高齢の方、これまで参加して

いただいた方は、やはり少なくなってき

ているというのは、確かに実際に見受け

られると思います。  

 あともう一つ、共食の場というものに

ついても、これは区のほうでは何か１つ

の検討課題として、工夫なりされている

ものってありますか。  

○黒川係長 高齢者栄養施策推進担当黒

川です。区のほうでは、まず共食の場が

区内にどれくらいあるのか、立ち上げよ

うとしているものがどれくらいあるのか

というような確認をしているところでご

ざいます。あと、東京都のほうが、東京

長寿ふれあい食堂という補助事業をスタ

ートしておりまして、そちらの導入など

も考えつつ検討をしているところでござ

います。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

場違いな話をしていたら申し訳ないので

すけれども、昔の戦後の日本の状況につ

いて、結構好きでいろいろ見たり調べた

りするのですけれども、戦後直後にやは

り食、食べる場所というものを充実させ

るために、ほぼ無料とか、食券を配って

地域の方が栄養面で失調しないようにと

いう形の施策が、日本全体で取られてい

たわけですけれども。違った形で今また

新たに共食の場というものが、求められ

ているのだなと。当然戦争直後のものと

は違うわけですけれども、新たな取組が

また出てきたなと感じるところです。  

 ご意見いかがでしょうか、この点に関

して。  

○山ノ内委員 ＰＯＳネットワークの山

ノ内です。共食の場の話で、共食の場を

つくったとしても、そこに行く足という

のはどう考えているか。やはり、幾ら場

をつくっても、そこに行く足がなければ

絶対に集まらないというのと、僕はシン

プルに考えると、逆にその場を移動して

いったほうが早いと思います。つまりバ

スそのものを共食の場にしてしまって、

それでいろいろ回っていったほうが、よ

ほど効率がいいように思います。  

○酒井部会長 ケータリングみたいなこ

とですか。  

○山ノ内委員 そういう、食堂車みたい

なものですか。理想の話なのですけれど

も。  

 いろいろ、通所でやっていると思いま

すけれども、通所なんか特にそうですけ

れども、そこに行く足が一番大変なので

す。やはり共食の場を幾らやっても、そ

こにどうやって行くかという足の問題が

なければ、そこに絶対集まってくれない

ので。ここは協議の場なのでいいですよ

ね。そこのところが、いつも思うのです

けれども欠けていて。「つくりました、

来てください」ばかりなのです。この問

題だけではないかもしれないですけれど

も、そういう意味で、通いの場、通所の

場、それからいろいろな高齢者の活動の

場というのはつくったとして、ではどう

やってそこに行くかというところが、根

本的に抜けているなと。  

 それを例えば民間でやっていくかとい

ったら、それはやはり大変なことなので

すよね、ドライバーさんをどうするか、

車をどうするか、保守をどうするか、す

ごいことがあるので。一番簡単なのは、

つくるのは楽なのですけれども、そこか



ら先なのですよね。そういうところがち

ゃんと話し合われないと、根本的なとこ

ろが多分解決されないと僕は思いますけ

れども。  

○酒井部会長 確かに、お弁当をつくり

ました、供給できる定食セットができま

したといっても、いなければ余ってしま

いますからね。キッチンカーというのが

都心でも普通に必須なものになっている

とおり、やはり確かにキッチンカーだけ

では食べるスペースがないというときに

は、ちょっとしたテーブルが置けるよう

なところにキッチンカーが行くというよ

うな形のデリバリー体制、そういったも

のを考えてもいいのかもしれないです

ね。  

○山ノ内委員 理想の話を言っています

けれども。  

○黒川係長 高齢者栄養施策推進担当黒

川です。高齢者の食支援は大きく２段階

で考えておりまして。そういった場に行

けない方に関しましては、配食の補助事

業というものが、元気サポート弁当とい

う事業が始まりまして、対象に今合致す

る方、合致するという要件が必要になり

ますけれども、そういった方に１日１食

３００円を引いた額でお弁当を提供する

という事業をスタートさせております。

そういった場所に行ける方に関しては、

この共食の場というところを広く区内で

設けていくという、二段構えでもともと

考えているところなのですけれども。  

 小浦委員のところでは、少し足の部分

も考えた事業展開をされているかと思い

ます。ちょっと足の部分、送迎のことを

小浦委員からお伝えいただいてよろしい

でしょうか。  

○小浦委員 送迎つき共食はやりたいね

という話はしています。けれども現段階

は福祉施設で、なのですけれども。本当

に私の考えも山ノ内先生と同じで、基本

的に１人でいたら、ご飯を食べること

が、支度をすることが面倒くさくなって

しまうので、わざわざ遠くまで行ってま

でご飯を食べようとも思わないわけなの

で、本当にすぐ近所に、あそこに行った

らご飯があるなという環境が用意できな

いと、なかなか孤食による食欲低下とい

うのが改善されないかなというところ。

区内にもっとたくさんの共食の場をつく

りたいと思って、まずは福祉施設でやり

始めています。  

 ですので、拠点はできる限り多くつく

るという意味では、福祉施設とかにも協

力を呼びかけたらどうなのだろうとも思

っていますし、それプラスの、前回ほか

の話題でもオンデマンドを考えていかな

いと、オンデマンドはどうだみたいなお

話が出ていたと思うのですけれども。体

操教室か何かでしたかね。サービスが移

動してきてくれるのが必要ではないかと

いう話は、ほかの話題でも出ていたかと

思うのですけれども。そういうのが必要

かなとは思っています。  

 一応うちの法人は、買い物サービスの

支援をしているのですけれども。買い物

のついでにフードコートに寄って、お昼

ご飯も食べようねみたいな感じの支援は

しています。  

○堀委員 基幹地域包括支援センターの

堀でございます。ここに上がってくる問

題が、共食だけではないのですけれど

も、基本的には生活保障としての行政サ

ービスの充実ということと、それから住

民等、社会福祉法人等も含めまして、住

民の活動としての通いの場の充実とい



う、この２つの層がありまして。今、黒

川係長からお話いただいた、配食弁当の

補助事業というのは、これは生活保障の

部分です。足がない方、出てこられない

方に対して、出てきにくい方ですね。そ

れから台所に立つのが非常に困難な状況

になってしまっている方に対しては、そ

ういった形で補助事業をしようと。  

 一方で、共食の場と出てきているの

は、住民発の集いです。これは私たちの

ような包括支援センターの立場から見れ

ば、あのエリアにこういう活動がないね

ということであれば、何とかそういうも

のがここの地域につくれないだろうかと

いう視点はあるのですけれども、基本的

には住民の方がそれぞれの関心に応じ

て、体操であったり食事であったり、あ

るいは絵を描いたりというような形で、

そういうところを１つ、活動をベースに

しながら居場所をつくっていくと、そん

な活動の中で今やっているのですけれど

も。その中で住民の住民による集いの場

として、共食の場というつくりについて

力を入れていきたいという話が、これは

中部ブロックの包括支援センターだった

のですけれども、口をそろえて上がって

きたものですから、ここに上げさせてい

ただいたと。  

 なので、こういう芽が出てきたという

ことで、これが一気に全域にということ

にはならないかと思うのですけれども、

まずは熱のある中部地域で、それぞれに

活動されているシニアの方ですとか、団

体の方と顔を合わせて、それを充実させ

ていく意見交換などをしたいね、という

ことを、取組の方針にまずは書かせてい

ただいたというような、そんな背景でご

ざいます。  

○山ノ内委員 そこは十分理解していま

す。こちらの住民の人たちの自主グルー

プをつくっていくというのも、ずっとこ

このところやっていらっしゃるのは、十

分理解した上での話。  

○堀委員 理解した上での話ですね。  

○山ノ内委員 あくまで、そこをやって

いないということではなくて、やはりや

っている人はいるのですけれども、やっ

ている人ってやはり元気な人たちなので

す、集まってくるのは。元気な人たちが

やっていて、「やっているね」という感

じなのです。でも本当にそういうところ

の、地域ケア会議で問題に上げてくるこ

とって、そういう人たちではないと僕は

思っていて。  

○堀委員 そうですね。  

○山ノ内委員 ですよね。これは勝手に

しゃべっているのですけれども、だから

その自主グループの話は別に間違いでは

ないと思うのですけれども、そこだけに

どうしても力が入ってしまうと、そこに

漏れている人たちというところのほう

が、本来の課題なのだろうなと僕は思っ

ていて。そのためには足の問題というの

は、やはり欠かせないかなというので、

提案させていただきました。決して自主

グループの問題とか、いわゆる生活の整

備というところの話を置いてではなく

て、そこはもう前提だと思うのですけれ

ども、そこら辺を提言させていただけれ

ばと。夢物語みたいな話ですけれども。  

○堀委員 いいえ、とんでもないです。

もう一つだけよろしいですか。やはり私

どもで今やっているのは、住民の活動を

応援するというスタイルになるので。な

かなかあまねく、それから支援の困難な

方のところまで、漏れなく手当てすると



いうのはやはり難しいのですけれども、

その中でも山ノ内先生がおっしゃったよ

うに、送迎の支援に取り組んでいる包括

支援センターと活動というのも、少し出

てきているのです。ですので、その辺を

シンボルにして、包括支援センターの研

修などでも昨年度から取り上げていると

ころなのですが。そういう生活支援の活

動も合わせて促進していけるように、包

括センターもやっていけたらいいなとい

うふうに思っています。社会福祉法人様

の力を借りて、力を合わせてやれたらい

いなと思っています。どうぞよろしくお

願いします。  

○河内係長 河内でございます。今のお

話があったのは送迎問題ですとか、あと

は通える場という、意欲を高めていく取

組と、二面性があるのですけれども。以

前まではこの会議に加わっていた、総合

事業の部分につきまして、今別の会議体

として、サービス検討会というのを開催

しておりますが、そちらでも今住民主体

のサービス形成というのは、話し合いを

させていただいてもらっています。  

 それが、今は訪問型に特化して話し合

いをしているのですけれども、その中で

送迎のサービス内容というのも案として

できないかという意見も出ています。た

だ、サービスとするからにはそれだけの

責任を持ってやらなければいけないの

で、住民に任せきっていいのかという課

題もありますけれども、そういった部分

も合わせて両立、高齢者のやる気、活力

を生かす生活支援があったり、あとはサ

ービスを必要とする方々に向けたサービ

スとしての住民の活躍の場であったりと

いうのを、この場で出た意見も頂きつ

つ、そちらの検討会で出た意見も噛み合

わせながら、ご報告もさせていただきた

いと思いますので、ぜひ引き続きご意見

いただければと思っております。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

課題となると重いですけれども、そもそ

も課題に取り上げているものが、自主的

な活動に期待している部分ですから、当

然思うようにはいかないところだと思う

のですけれども、今後ともどうにか、よ

りよい活動体制に行っていただけるよう

に、工夫していきたいなと思います。  

 それでは、次の報告事項に行きたいと

思います。報告事項としては最後です

ね。３つ目になります。介護予防チェッ

クリスト回答方法の変更についての報告

をお願いしたいと思います。  

○河内係長 ありがとうございます。引

き続き介護予防、河内のほうから説明さ

せていただきます。ホチキス留め８ペー

ジ、９ページでございます。介護予防チ

ェックリストの回答方法の変更というこ

となのですが、まずは委員の皆様、もし

かしたら御覧になっていない方もいらっ

しゃるかもしれませんので、簡単に介護

予防チェックリストとはということで、

説明を入れさせていただきました。  

 こちら、要支援・要介護認定を受けて

いない区内の６５歳以上の高齢者の方々

に、お１人につき３年に１回届くような

形で、健康度を測る、こちらは資料の別

紙５－１と２でつくっている、このよう

な紙の健康チェックリストを送っており

ます。この中でお体の状態ですとか、生

活機能と社会機能の総合的な判定ですと

か、認知症に対する区民の方々の状況を

調査しています。  

 直近３年間の実績でございますが、毎

年高齢者は足立区に約１７万人いる中



で、介護認定がない方を引きますと、大

体１３、４万人いまして、それを３年に

分けて分割して送っているので、１年度

単位でいいますと、大体４万人強を対象

として送らせていただいています。ただ

回答率が６割くらいでずっと推移してい

まして、全員の方に届いているという

か、回答が頂けていない状況が続いてい

ました。  

 この調査の目的、活用としては、この

中での回答で何らかの支援が必要と思わ

れる回答の方もやはりありまして、そう

いった方々を放っておいた状態で、介護

度の高い認定申請とか、そういったとこ

ろに進まないよう、包括支援センターに

協力いただいて、実態把握訪問調査をし

て、重くなる前に早期発見、早期対応と

いうことで、その情報の根拠として活用

しています。  

 こちらの、抽出方法と書いてある

（４）ですけれども、様々な認定度合い

を設けておりまして、Ａ、Ｂ、Ｃ、★

（黒星）、☆（白星）とありますが、

Ａ、Ｂ、Ｃが上から重い順でございま

す。認知症の疑いがある回答のある方で

すとか、未返信とあるのですけれども、

こちらは答える気がないという返信の方

だけではなくて、場合によっては答えた

いけれども答えられない状態になってい

る人がいたら、やはりそこは重度化の心

配があるので、未返信の方も訪問の対象

としています。その次はうつですとか閉

じこもりという、内面的な部分が上位に

上がっておりますが、最後のＣはお体の

具合、表面的に出てきているものとし

て、リスクがある場合は訪問するという

ことにしています。  

 星のマーク２つについては、こちらは

逆にやる気の溢れる方がもしいらっしゃ

いましたら、ぜひ今までお話ししたよう

な地域の担い手になっていただきたいと

いうことで、こちらも積極的にお誘いを

しに行く対象としています。  

 ただ、先ほど申し上げたとおり、回答

率６割程度と、なかなか数が多くない結

果が続いておりますので、こちらは別紙

でお配りしている５－１というのが、昨

年までのただの紙の回答を頂くやり方で

ございます。単純に申し上げまして、令

和６年度、今年度ちょうど１１月１日に

発送、今日ですね。今発送手続をしてい

るところなのですけれども、本年度はス

マホでも回答できる方法を加えました。

切替えではなく、あくまで追加でござい

ます。やはりスマホを使えない方も中に

はいますので、紙の回答も引き続きやり

ますし、紙で書いて封筒に入れてポスト

に行くのは面倒くさい、そういう方も中

にはいらっしゃるかなということもあっ

て、スマホで答えられる、そういった方

法を加えさせていただきました。  

 こちらの効果、結果どのくらい数が変

わったか等も、こちらの部会を通して、

逐一報告させていただきたいと思います

ので、またよろしくお願いいたします。

こちらに関しては端的に回答方法という

だけということになりますので、以上と

なります。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

この辺はいかがですかね。大体よろしい

ですか。  

 それでは最初に戻りまして、協議事項

の１つ目であった、はつらつ高齢者促進

事業の構築についての、補足のご意見等

を伺う時間にしたいと思うのですけれど

も。別紙２「複合介入型はつらつ高齢者



促進事業」というものについて、先ほど

ご説明いただいたのですが、これはかな

り根幹の事業になっていくのかなと思わ

れますので、こういった点でご意見あれ

ば、そのほかの点も含めて、頂ければと

思います。  

○廣島委員 よろしいですか。もう十分

検討されていると思うのですけれども、

個人情報保護の観点から、データの管理

は区が直接されるのでしょうか。それと

もＭＣＩリングに委託するような形を取

られるのでしょうか。  

○神家満係長 ご質問ありがとうござい

ます。基盤となるデータベースの管理と

いうのはＭＣＩリングさんの加盟企業さ

んに管理をお願いしております。このシ

ステム自体としては、あくまでＬＩＮＥ

は入り口の機能でしかなく、その先のブ

ラウザで情報のほうは管理しますので、

ＬＩＮＥの中で登録いただく個人のお名

前とか生年月日という情報が残るという

ことはないようにしております。  

 合わせて、各オンラインのコンテンツ

ですとか測定会での測定結果の情報とい

うのも、軸となる基盤のデータベースか

ら暗号化された数字の羅列、文字の羅列

と測定結果を結びつけて情報を管理しま

すので、データベースの先にあるコンテ

ンツに個人の方の情報が、お名前とかが

届くということもありませんので、そう

いった二重の対策でセキュリティのほう

は注意しております。  

○廣島委員 そのデータをサーバで管理

するのは、区が直接されるのではなく

て、委託でＭＣＩリングがされるという

形になる。  

○神家満係長 はい。  

○酒井部会長 制限に関する契約条項

は、結構詳細に出しておく必要がありま

すね。  

○神家満係長 かなりそこは苦労しまし

た。  

○廣島委員 今回のこの事業ですごく魅

力的だなと思っているのと、あと一番の

メリットは今言っていたデータのところ

を管理できて、こちらのほうで見られ

る。もしくは必要があれば、次のスキー

ムにつなげられるというのが、すごくい

いのかなと考えている一方で、これって

どちらかというとやる側のメリットがす

ごく強いのかなという印象があって。で

は実際に使われる方がどうかとなったと

きに、物忘れであったりとか身体測定と

か、もろもろ今いろいろなアプリとかも

のがあるので、私の母とか知り合いの方

とかも、別のものをやっていたりしてい

るので。では果たしてこれを運用したと

きに、こちらに移行してくるかというと

ころが、ちょっと疑問点の１つにあっ

て。ただその中で、利用促進に向けた取

組が今２つ掲げられているのかなと感じ

ています。  

 抽選会というところで、景品とかなの

ですかね、当たったときは。  

○神家満係長 今考えているのは、この

事業がせっかくスマートフォンを使った

事業がベースになっていますので、例え

ばスマートフォンにプッシュでお送りで

きる、お買い物とかで使うデジタルクー

ポンとか、そういったものをお送りしよ

うと思っています。  

○廣島委員 多分そことかが、１つ今ま

で個別に使っているものとの優位性につ

ながってくると私は感じてはいて。あ

と、スマホの関連事業でも１００台無償

で貸与ということも、これは最初、ああ



すごいなと感じたのですけれども、最長

で２年間無償で貸与、そのときに全部も

ろもろ負担するわけではないですか。と

なったときに、では果たして２年で返っ

てくるのかなという。無償で貸与される

わけだから、借りている側からすると、

使い心地がよければずっと使っていたい

方もいるし、ではなかなか返してくれな

い方に対して、どうアプローチするのか

というのも、あると思うのです。  

 先ほど河内さんがおっしゃっていたよ

うに、高齢者の方が今足立区で約１７万

人いる中で、大体ＬＩＮＥが８０％、７

０％となると、３万人くらいがガラケー

とか、スマホを持っていない人でしょう

という計算になるとは思うのですけれど

も。その３万人の中で、１００人にしか

対応ができていないとなったときに、あ

まりこのところのコストパフォーマンス

がいいのかというところは、ちょっとど

うだろうというのは感じました。大体１

００台なので、通信費とか月何十万とか

の費用になると思うので、そこのところ

の兼ね合いがどうかなというのと。も

し、ミニマムなところに供給するのであ

れば、抽選のところの景品のところにも

うちょっとコストをかけたほうが、１７

万人に対しての周知にはなると思うの

で、そちらのほうが広告的な効果は強い

のかなと感じました。以上です。  

○神家満係長 ありがとうございまし

た。スマートフォンについては、今回

我々１年近くかけて、どういう形で使っ

てもらうのがいいのかというのを検討し

てきています。その中で、やはりどうし

てもクリアできなかった課題というの

が、特殊詐欺被害に我々がお貸出しした

端末が、悪用されてしまうというところ

が、区としては一番、何としても避けな

ければいけないというところがありまし

たので。苦渋の選択で、お貸出しするス

マートフォンは、電話は使えないように

します。その上で、さらにＭＤＭという

管理アプリがあるのですけれども、なく

してしまったり、紛失してしまって遠隔

でロックが必要だとか、そういったもの

の対応ができるようなもの、というもの

も当然入れさせてもらいます。そういっ

たもろもろの制約のついた端末になりま

すので、なかなかイメージされているよ

うな、何でもできるようなスマートフォ

ンがただで使えるというものではないの

で、そこの数は少し減ってくるかなと。  

 ２年後の返却方法についても、こちら

はＳＩＭを、物理ＳＩＭではなくて、ｅ

ＳＩＭという形を取りますので、もちろ

ん返していただくように働きかけはする

のですけれども、最悪の場合については

遠隔で使えなくさせるということもでき

ます。なので、そういった二重三重の策

でこの事業は進めていきたいと思いま

す。  

○廣島委員 端末は返してもらわないと

いけないですね。  

○神家満係長 そうですね。ただ事業者

のほうにも確認したところ、やはりどの

端末も、大体２年間が減価償却と言いま

すか、もう価値自体がほとんど、特に電

池の部分が価値はなくなってしまうとい

うことなので、そこも含めて２年間とい

うのを考えております。  

 １００台というのも、やはり１７万人

に対しての１００台というとかなり少な

いのですけれども、先ほどの制約がある

というところと、高齢者の方の多くがス

マートフォンを持っている、ＬＩＮＥの



普及率はこのくらいなのですけれども、

先ほどの介護予防チェックリストで、高

齢者の方にスマートフォンをお持ちです

かという調査をしますと、やはり８５％

以上、年々増えてきているので、何かし

らの形でお持ちになっている方は多いの

で。お持ちになっている中で、こんなに

制約が強いものを借りる方というのもな

かなかニーズが少ない。  

 我々としてはやはり、参加意欲がある

けれども、何かの制約でできないという

方にお貸出しするというところで、サポ

ートの意味でこちらをそろえております

ので、一応１００台というところで、そ

ういう感じで設定をさせていただきまし

た。大丈夫ですかね。  

○廣島委員 大丈夫です。  

○神家満係長 あと、インセンティブの

ところですよね。ポイントの優位性が、

ほかのアプリからの。  

○廣島委員 そうです、そこは何かある

なと感じました。  

 今ご説明を伺って、私も納得はしたの

ですけれども、そこのところで本当にミ

ニマムな需要に対しての供給だったの

で。であればそこのところを、景品とか

に充てて、例えば区内の事業者さんのも

のを、景品とかにあれば区の中でも回っ

たらいいかなと、ちょっと思ったりしま

した。  

○神家満係長 そうですよね。ですので

我々もサポート体制に、ポイントに注力

する意味で、今回１００台というところ

で抑えさせていただいて。  

○廣島委員 むしろ抑えたのですね。  

○神家満係長 はい。本当は、最初は何

千台とか配れればいいなと思ったのです

けれども、やはりランニングコストを２

年間ずっとやっていると、とんでもない

額になってしまうので。需要と供給もし

っかり踏まえた上で、１００台という設

定をさせてもらっています。  

○廣島委員 ありがとうございます。  

○酒井部会長 綿密な計画に基づいてい

ますね。ほか、いかがでしょうか。  

○堀委員 基幹地域包括支援センターの

堀でございます。対面型の介護予防教室

等の事業が行われている中で、そこでキ

ャッチできない住民の方へのアプローチ

と理解してよろしいでしょうか。  

○神家満係長 そうですね。  

○堀委員 とても期待していますという

か、期待したいという気持ちでございま

す。私も包括支援センターの職員とし

て、今ここに出席させていただいている

ので、本当に先ほどの話に上げさせてい

ただいていた、高齢者の人材不足とか、

あの辺りは本当に深刻なのです。単に人

材不足ということだけではなくて、今、

包括支援センターは、高齢者の実態把握

訪問を行っていますけれども、訪問する

中には「警察を呼ぶぞ」とか、あるいは

水をかけられたりとか、それから訪問し

ている職員の写真を撮られたりとかい

う、本当に大変な状況を踏まえて仕事を

しているのです。  

 当然、皆働いているという状況もある

から、扉が開かない家もいっぱいありま

す。それも２度３度４度５度６度、大体

１０回くらいは行くと言っていましたけ

れども、それが多いみたいですけれど

も。そうやってアプローチしてもなかな

かつながりきれないというのが、今の時

代、そうなのかなという気がしています

ので、どういう効果があるか分からない

ですけれども、オンラインだったら入る



という、多分一定の層というのが恐らく

あるのだろうと期待して、これだけの仕

掛けでやっていただけるということであ

れば、ぜひ成功にいけるように、包括で

もできることがあれば一緒にやりたいと

ころだなと思います。  

 １つだけお願いが。これ、うまく行っ

たら包括支援センターのこともうまく書

いていただいて、プッシュ通知していた

だいて、訪問しやすいようなところを、

何かの環境整備の１つともしていただけ

ると、大変助かります。  

○神家満係長 ありがとうございます。

包括支援センターの認知度向上というの

は、私も着任してから力を入れていると

ころです。ＳＮＳ、情報スタンド、先ほ

どの動画媒体も、多方面で今までやって

きていなかったことを新しく取り組もう

ということでやってきていまして、繰り

返しですけれども介護予防チェックリス

ト、６５歳以上の方の包括支援センター

の認知度というのも、９割近くまで来て

おります。順調に上がってきているので

すけれども、次はやはり３０代、４０

代、５０代の若い世代の方たちに、ご自

身の親の相談事を聞いてもらえるところ

がありますよ、というところを、ぜひ力

を入れていきたいなと思っています。  

 あと１点だけ、堀委員がおっしゃって

いただいた、オンラインであれば参加し

てみようかなという層は、確かにいると

思います。コンセプトでも、いつでもど

こでも誰とでも、といったのですが、そ

の後あえて入れたのは「お１人でも」と

いう。やはり、社会参加が一番というこ

とは、分かってはいるのですけれども、

なかなか特に男性ですね、分かってはい

るけれども、ちょっとああいう場に行く

のは嫌だなという方は、一定層必ずいら

っしゃいますので。その方たちに何か届

けられるものというところで、今回こう

いうものを企画しております。そういう

層にもぜひ届けていきたいなと思ってい

ますので、周知のほう、逆にこちらから

も包括支援センターさんに、実態把握の

ときにご協力をお願いしたいなと思って

います。以上です。  

○酒井部会長 戸別訪問すると避けられ

るのは、やはり今の時世ですね。ただ、

自分から興味があれば、こういうツール

があると入っていく人も、やはり一定数

いるという点では、今回の事業は非常に

おもしろいのかなと思うのですけれど

も。  

 まず、これでスタートして、その後

様々な広報にもプッシュしていける、そ

ういうふうには展開は考えているのです

か。  

○神家満係長 そうですね。やはりＬＩ

ＮＥで、個人の方とつながるので。一度

つながると、我々の重要な情報がきちん

とその方に届けられるというのは、１つ

大きい道筋ができますので、どんどんい

ろいろなことにも活用していきたいなと

思っています。  

○酒井部会長 まずこのＪ－ＭＣＩのス

クリーニングのプログラム、これでまず

とっかかりでやってみるというところで

すね。  

○神家満係長 そうですね。後は動画の

コンテンツですとか。  

○酒井部会長 ほか、いかがでしょう

か。  

○山ノ内委員 ＰＯＳネットの山ノ内で

すけれども。先ほど内山委員様がおっし

ゃっていた測定後、そこは我々の役割か



なとは思っていて。そこは確かに５０カ

所とか何十カ所というところに、僕らが

どうやって関われるかなというのは、や

はり一番の課題で。本当は測定結果をち

ゃんと指導できるという、それが僕らの

プロの仕事なので、本当はそういうとこ

ろで貢献できたらいいなと思うのですけ

れども。ここが弱ければこういう対処を

してくださいとか、今度は認知も入って

いますものね、それだと作業療法士さん

なんかは、こういうのはすごく得意なの

で、そういうところで何か関わりを持て

ればいいかなというのは、こちらでも改

めて、こちらのほうで課題として考えら

れたらと思います。  

○神家満係長 うれしいです、ありがと

うございます。  

○山ノ内委員 毎回の課題でもあるので

すけれども、こちらも人材をどうするか

が一番課題になっていますので。参考の

意見ありがとうございました。  

○内山委員 内山ですけれども、この中

でフレイル予防だとかいう話も出てい

て。それこそフレイル予防っていろいろ

な体操をしたりとかも含めてあるので、

本当にそれをうまく合わせてもらえれ

ば、もう解決してしまうのかなと思うと

ころも、ちょっとあるのですけれども。

そんなすごいことを望んでいるというわ

けでもないのですけれども。  

○山ノ内委員 一歩一歩でも。  

○内山委員 考えていただければと思い

ます。  

○山ノ内委員 我々の力がどのくらいで

きるか、というところも考えながら参加

できればと思っていますけれども。  

○内山委員 シルバーって３，０００人

プラスアルファくらいのメンバーなので

すけれども、そういう意味では本当に残

念なことに、本当は元気で働きたい人と

いうのがあるのですけれども、現実はそ

うではないのですよね。元気な人という

のは一部、ほんの一部ですね。やはり中

間の人がいて、それこそフレイルになっ

て認知症になるではないですけれども、

そういうのが来ている。先ほど、年齢的

な問題がありましたけれども、７０歳ま

でというのはできてきますけれども、私

は６５歳くらいで入ったのですけれど

も、それでも今７０歳ですけれども、ま

だ若いし。本当に、平均年齢も７８歳か

ら、もう８０歳近くなっているのです。

これからもう少ししたら、定年が延びれ

ば８０歳を超える可能性があるのですけ

れども、そうなってくると本当に、働く

人の期間が狭められてしまうことがあり

まして。定年はないのですけれども、自

動的にできなくなってしまうというのが

現実なのです。  

 ですから、認知症になる前のフレイル

の時期を延ばそうというのが、今動きと

して、いろいろ勉強会とか研修会でやっ

ていただいたりしていますけれども、そ

ういう意味で、かなり厳しいところも、

そうではあるのです。事業体自体が本当

に、昔と今と随分変わってきているので

す。ですから、なるべくこういうところ

のお話をいろいろ伺いながら、中でも展

開できればと思って、いろいろお聞きし

て、勉強させていただいておりますが、

引き続きよろしくお願いいたします。  

○山ノ内委員 もうちょっとだけいいで

すか。体操教室とかも、僕なんかもいっ

ぱい関わることがあって、そのときに一

番感じるのは、体操教室の目的なので

す。行って体操そのものが目的ではなく



て、やはりその先をどうするかという、

まさに今お話を聞いていたように、やは

りこの仕事を続けられるためにそういう

ところに行って、体力を維持してという

目的がないと、特に男性陣はああいうと

ころに行かないですよね。何のために行

くかというところが。ただ行って体操を

して終わりではなくて、その先にあるも

のをちゃんと見据えてやっていかない

と、やはり男性の参加率が少ないのは、

おっしゃったところだろうなとは思いま

す。  

 ですから、そういうところも含めて、

こういうことをやるともうちょっと体力

がつくとか、こういうことをやったらも

う少し長く動けるとかっていうアドバイ

スが、僕らの仕事柄そういうことができ

るのであれば、では体操教室に行こうか

なとか、そういうところに行こうかなと

いう気になってくれたら、一番いいかな

と思うのですけれども。ちょっと考えて

みますので。  

○内山委員 そうですね。先ほどの車の

共食の話ではないですけれども、そうい

う意味でのモバイル的な車が増えてくる

というのもありがたいと思いますし、た

だ本当に、そこに行けないということも

あります。シルバーの中でも会をやって

いますけれども、その会場に行けないと

いう人が結構いるというのが現実なので

す。ですけれども、できるのって区の中

にそんなに何十カ所もあるわけではない

ので、必ず近い人もいるけれども遠い人

もいるというのは現実ですよね。  

本当にいろいろと、考えて我々も動い

ているのですけれども、なかなか会員の

人たち全員が同じ気持ちでやっているわ

けではないので。それぞれの目的がある

ので。なかなかやはり、ベクトルが合わ

ないというのは結構ありますけれども。

できる限り合わせていけるような、楽し

いシルバー、私は会でよく言うのですけ

れども、「ニコニコ、ハイハイ、ピンピ

ン」という言葉を使って皆そういう形で

やりませんか、みたいなことをやってい

るのですけれども。そうは言ってもなか

なかできない人もかなりいることですけ

れども。ぜひともそういう意味で、体操

とか何か、いろいろやりやすい方向で、

先ほどのこの手ぬぐいではないですけれ

ども、本当にできるところからというこ

とで、我々もやっていきたいと思いま

す。  

○山ノ内委員 こちらこそ、ありがとう

ございます。  

○酒井部会長 ありがとうございます。

やはりこの促進事業は盛り上がります

ね。さまざまな意見が頂けたと思いま

す。  

 本日の案件については、ご意見等いた

だいてきました。本日はこの会議体の役

割とか、それから位置づけ、それから実

際にどういうことを協議、審議するのか

というのを、具体的に捉えられたと思う

会議となりました。本日は有意義な会議

に、ご意見等いただきまして、ありがと

うございます。  

 それでは、本日はこの議事を終了させ

ていただきまして、今後の進行は司会の

ほうにお願いしたいと思います。  

○司会 酒井部会長、ありがとうござい

ました。委員の皆様におかれましても、

本日はお忙しいところご出席いただきま

して、誠にありがとうございました。  

 ここで次回の開催日程を事務連絡させ

ていただきます。次回第３回の開催日に



つきましては、令和７年１月もしくは２

月頃を予定しております。日時、場所が

決定いたしましたら、早急にお知らせい

たしますので、ご出席のほどどうぞよろ

しくお願いいたします。  

 以上で、本日のはつらつ高齢者部会は

終了となります。本日はどうもありがと

うございました。  


